




研究目的 

 骨盤位分娩とくに低出生体重児が予測される骨盤位分娩における分娩様式選択の問題は

周産期医学上重要な命題とされ,1980年 NIH consensus Development Task Force statement 

on cesarean childbirth でも″2501gm 未満の児の分娩様式について Firm recommendation

をするにはデーターが不充分である″と述べているように国際的にも未だ定説がみられな

い。 

  神奈川県産科婦人科医会異常分娩先天異常対策部では,この基本的な問題点を解明する

目的で昭和 55,56 年度にわたって骨盤位分娩低出産体重児についてのアンケート調査を行

い,統計的検索を試みた。 


